箇所 を はずして 射って やって、 相手に、 知っているな 

と 感づかせ、 しかも 自分 はあくまで も、 知らずに しく 

じった と 眩いて、 ほんとうに 知らなかった ような 気 

になった りする の もまた 面白くな いか。 虚栄の 巿の誇 

リも ここに あるの だ。 この 巿に 集う もの、 すべて、 む 

さ ぼり くらう こと 豚の ごとく、 さかん なること 狒狒の 

ごとく、 凡そ われに 益す ると ころ あらむ と 願望す るの 

情、 この 巿に 住む ものた ちょ リ 強き はない。 しかるに 

ま- う お う 

また、 献身、 謙譲、 義侠の ふう をて らい、 鳳凰、 極楽 

鳥の 秀抜、 華麗 を 装わむ とする の 情、 この 市に 住む も 

のた ちより 激しき はな いので ある。 そう 言う 私 だとて 



「彼の 作品 は 常に 作 後の 喝采 を 目標と して、 病弱の 五 

むち 

体に 鞭う つ 彼の 虚栄心の 結晶で あつ た ごそうであろう。 

堂々 と 自分の つら を、 こんなに あやしい ほど 美しく 書 

き 装うて しかもお そらく は、 ひとりの 貴婦人へ 頗る 

高価に 売りつ けたに ちがいない 二十 三 歳の 小僧の、 臆 

面 もな きふて ぶてし さ を 思う と、 いたた まらぬ ほ 

ど 僧くなる。 
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まるよう である。 曳 かれ もの、 身 は 痩 馬に ゆだねて、 

のんきに 鼻歌 を 歌う。 「私 は 神の 継子。 ものごと を 未 

解決の ままで 神の 裁断に まかせる こと を 嫌う。 なにも 

かも 自分で 割り切って しまいたい。 神 は 何 ひとつ 私に 

手伝わなかった。 私 は 霊感 を 信じない。 知性の 職人。 

懐疑の 名人。 わざと 下手く そに 書いて みた リ わざと 面 

白くな く 書いて みたり、 神 を 恐れぬ よるべな き 子。 判 

リ 切って いる ほど 判って いるの だ。 ああ、 ここから 見 

おろす と、 みんなお ろかで 薄汚い ごな どと 賑やかな こ 

とで あるが、 おや、 刑場 はすぐ もう そこに 見えて いる _ 

そうして この 男 も 「創造しつつ 痛ましく 勇ましく 没落 



老年 



ひとに すすめられて、 「花 伝 書」 を 読む。 「三十 四 五 

歳。 この ころの 能、 さかりの き はめな り。 ここにて、 

この 条条を 極めさと りて、 かんのう (堪能) になれば、 

定めて 天下に ゆるされ、 めいぼう (名望) を 得つべし。 

ちし 

若、 この 時分に、 天下の ゆるされ も 不足に、 めいぼう 

い か いまだ 

も 思 ふ ほどなく は、 如何なる 上手な リ とも、 未 まこと 

の 花 を 極めぬ して (仕手) と 知るべし。 もし 極めず は、 

四十より 能 はさ がるべし。 それ 後の 証拠なる べし。 さ 



る 程に、 あがる は 三十 四 五までの 比、 さがる は 四十 以 

力え す 力え す 

来な り。 返 返 この 比 天下の ゆるされ を 得ず は 能 を 極 

うんぬん 

めたり とお も ふべ からず。 云々 ご またい う。 「四十 四 

五。 この 比よりの 手 だて、 大方 か はるべし。 たと ひ、 

天下に ゆるされ、 能に 得 法したり とも、 それにつ けて 

も、 よき 脇の して (仕手) を 持つべし。 能 はさ がらね 

ども、 ちからなく、 やう やう 年闌け ゆけば、 身の 花 も、 

まず 

よそ 目の 花 も 失するな り。 先す ぐれた るび なん (美男) 

さるが く 

は 知らず、 よき 程の 人 も、 ひた めん (直面) の 申 楽 は、 

年より て は 見えぬ 物な り。 さる ほどに 此 一 方 は 欠けた 

り。 この 比より は、 さの みに こまかなる 物 まね をば す 



ふうてい やすやす 

まじき なり。 大方 似 あ ひたる 風体 を、 安安と ほね を 折 

らで、 脇の して (仕手) に 花 を もたせて、 あ ひしら ひ 

すくなす くな 

の やうに、 少少と すべし。 たと ひ 脇の して (仕手) 

なからん につけても、 いよいよ 細かに 身 をく だく 能 を 

ばす まじき なり。 云々 ご またい う。 「五十 有余。 この 

きりん 

比より は、 大方せ ぬなら では、 手 だて ある まじ。 麒麟 

も 老いて は 土 馬に 劣る と 申す 事 あり。 云々 ご 

次 は 藤 村の 言葉で ある。 「芭蕉 は 五十一 で 死んだ。 

(中略) これに は 私 は 驚かされた。 老人 だ、 老人 だ、 と 

少年 時代から 思い込んで 居た 芭蕉に 対する 自分の 考え 

かた を 変えなければ 成ら なくなって 来た。 (中略) 『四 



十 ぐら いの 時に、 芭蕉 はもう 翁と いう 気分で 居たん だ 

と かく 

ね。』 と 馬場 君 も 言って いた。 (中略) 兎に角、 私の 心 

の 驚き は 今日まで 自分の 胸に 描いて 来た 芭蕉の 心像 を 

十 年 も 二十 年 も 若く した。 云々 ご 

露 伴の 文章が どうの こうのと、 このごろ、 やかまし 

く 言われて いる けれども、 それ は 露 伴の 五重塔 や 

い つ こうけん 

一 口 剣な どむ かし の 佳品 を 読まな いひとの 言う ことで 

はない のか。 

たま か つま 

王 勝 間に も 以下の 文章 あり。 「今の 世の 人、 神の 御 

社 は 寂しく 物 さびた る を 尊し と 思 ふ は、 古の 神社の 盛 

りなり し 世の 様 をば 知らず して、 ただ今の 世に 大方 古 



ち、 逆立ちし たって 負けで ある。 そう 思って、 以後、 

気をつけて いると、 私の 家主の 六十 有余の 爺 もまた、 

なんでも もの を 知っている。 植木 を 植え かえる 季節 は 

あ 1> 

梅雨 時に 限る とか、 蟻 を 退治す るのに は、 こうすれば 

よいと か、 なかなか 博識で ある。 私たちより 四十 も 多 

く 夏に 逢い、 四十 回 も 多く 花見 をし、 とにかく、 四十 

回 も 其の 余 も 多くの 春と 夏と 秋と 冬と を 見て 来たの だ _ 

けれども、 こと 芸術に 関して はそう はいかない。 「点 

おきて 

三年、 棒 十 年」 などと いう やや 悲壮な 修業の 捉は、 む 

かしの 職人 の 無智な 英雄主義に すぎない。 鉄 は 赤く 熱 

している うちに 打つべき である。 花 は 満開のう ちに 眺 



は 暗黒に 照る。 而 して 暗黒 は 之 を 悟ら ざり き。 云々 ご 

私 はこの 文章 を、 この 想念 を、 難解 だと 思った。 ほう 

ぼうへ 持って 廻って さわぎたて たので ある。 

けれども、 あるとき ふっと 角度 を かえて 考えて みた 

ら、 なんだ、 これ はまこと に 平凡な こと を 述べて いる 

にすぎないの である。 それから 私 はこう 考えた。 文学 

に 於いて、 「難解」 はあり 得ない。 「難解」 は 「自然」 

のなかに だけ あるの だ。 文学と いう もの は、 その 難解 

な 自然 を、 おのおの 自己流の 角度から、 す ぱっと 斬つ 

(た ふり をし) て、 その 斬り 口の あざやか さ を 誇る こと 

に 潜んで 在る ので はない のか。 



おや？ あなた は、 あなたの 創作 集よりも、 書簡集 

しょ う ぜん 

の ほう を 気にして 居られる。 作家 は 悄然とう な 

だれて 答えた。 ええ、 わたくし は 今まで、 ずいぶんた 

ま 

くさん の 愚劣な 手紙 を、 ほうぼうへ 撒きち らして 来 ま 

ため いき 

したから。 (深い 溜 息をついて、) 大作 家に はなれます 

一 一、 ヽ o 

,3 レ 

これ は 笑い話で はない。 私 は 不思議で ならない の だ。 

じょうし 

日本で は 偉い 作家が 死んで、 その あとで 上梓す る 全集 

へ、 必ず 書簡集なる ものが 一冊 か 二 冊、 添えられて あ 

る。 書簡の ほうが、 作品より ずっと 多量な 全集 さえ、 

あつたよ うな 気がする けれど、 そんなのに は 又、 特殊 



ら いに 訳詩 十篇 ぐら いの、 いい 遺作 集 を 愛読した - J と 

が ある。 富 永太郎 という ひとの ものであるが、 あの 中 

の 詩 ニ篇、 訳詩 ー篇 は、 いまでも 私の 暗い 胸の なかに 

灯 をと もす。 唯一無二の もの。 不朽の もの。 書簡集の 

中には 絶対にな いもの。 



兵法 



文章の 中の、 ここの 箇所 は 切り捨て たらよ いもの か、 



それとも、 このままの ほうがよ いもの か、 途方に くれ 

た 場合に は、 必ず その 箇所 を 切り捨てなければ いけな 

い。 いわん や、 その 箇所に 何 か 書き加える など、 もつ 

ての ほかと いうべき であろう。 



In a word 



久保田 万 太郎か 小島 政ニ郎 か、 誰かの 文章の 中で た 

しかに 読んだ ことがあ るよう な 気がする の だけれ ども、 



かった。 路草を 食う 楽し さ を 知らなかった。 循環小数 

の 奇妙 を 知らなかった。 動かざる、 久遠の 真理 を、 い 

ますぐ、 この 手で 摑 みたかった。 

「つまり は、 もっと 勉強し なくち やい かんとい うこと 

あげく はて 

さ ご 「お 互いに ご 徹宵、 議論の 揚句の 果は、 ごろん と 

寝ころが つて、 そう 言って 二人 うそぶく。 それが 結論 

である。 それでい いの だと このごろ 思う。 

私 はたい へんな 問題に 足 を 踏み いれて しまったよう 

である。 はじめは、 こんな こと を 言う つもり じ やな 

かった。 

In ひ word という 小 題で、 世人、 シ エス トフ を 贋物 



の 一 言で 言い切り、 構 光利 一 を駑 馬の 二字で 片 づけ、 

懐疑 説の 矛盾 をわず か 数 語で もって 指摘し 去り、 ジッ 

ま^ 

ドの 小説 は 二流 也と 一刀の もとに 屠り、 日本 浪曼派 は 

苦労 知らず と 蹴って 落ちつき、 はなはだしき は 読売 新 

聞の 壁 評論 氏の 如く、 一 篇の 物語 (私の 「猿ケ 島」) を 

一 行の 諷剌、 格言に 圧縮せ むと 努めるな ど、 さまざま 

の 殺伐なる さま を 述べようと 思って いたの だが、 秋 空 

のせい か、 ふっと 気が かわって、 われながら 変な こと 

になって しまった。 これ は、 明かに 失敗で ある。 



病軀の 文章と その ハンデ キャップに 就いて 



確かに 私 は、 いま、 甘えて いる。 家人 は 私 を 未だ 病 

人 あっかいに している し、 この 戯文 を 読む ひとたち も 

また、 私の 病気 を 知っている la である。 病人 ゆえに、 

私 は 苦笑で もって 許されて いる。 

君、 からだ を 頑健に して 置きた まえ。 作家 は その 伝 

記の 中で、 どのような 三面記事 を も 作って はいけ ない。 

追記。 文芸 冊子 「散文」 十月 号 所載 山 岸 外史の 「デ 



ダス • ゲマ イネに 就いて 



いまより、 まる 二 年 ほど まえ、 ケェ ベル 先生の 「シ 

ルレ ル論」 を 読み、 否、 読まされ、 シ ルレ ルは その 作 

品に 於いて、 人の 性より して ダス. ゲマ イネ (卑俗) 

を 駆逐し、 ゥ— ル • シ ユタン ド (本然の 状態) に 帰ら 

せた。 そこに こそ、 まことの 自由が 生れた。 そんな 所 

論 を 見つけた わけ だ。 ケェ ベル 先生 は、 かの、 きょら 

なる 顔 をして、 「私たち、 なかなか にこの ダス. ゲ マイ 

ネ という 泥 地から 足 を 抜けない もので、 —— 」 と 嘆 じ 



ていた。 私 もまた、 かるい 溜息 を もらした。 「ダス- ゲ 

マ イネ」 「ダス \ゲ マ イネ」 この 想念の かなし さが、 私 

の 頭の 一 隅に こびり ついて 離れなかった。 

いま 日本に 於いて、 多少と もゥ— ル. シ ユタン ドに 

ぶんし きんだち かさい 

近き 文士 は、 白樺 派の 公達、 葛 西 善 蔵、 佐 藤 春 夫。 佐 

藤、 葛 西、 両氏に 於いて は、 自由な どと いうより は、 

きたい 

稀代の すねものと でも 言った ほうが、 よりょく 自由と 

いう 意味 を 言い 得て 妙な ふうで ある。 ダス -ゲ マ イネ 

は、 菊 池 寛で ある。 しかも、 ゥ— ル-シ ユタン ド にせ 

よ、 ダス. ゲマ イネに せよ、 その 優劣 をい ますぐ ここ 

で 審判す るな ど、 もってのほかと いうべき であろう。 



人 ありて、 菊 池 寛 氏の ダス .ゲ マ イネの かなし さ を 真 

正面から 見つめ、 論ずる 者な きを 私 はかなし く 思って 

いる。 さも あらば あれ、 私の 小説 「ダス. ゲマ イネ」 

発表 数日後、 つぎの 如き 全く 差出人 不明の はがきが 一 

枚まい 込んで 来たので ある。 

うつしみ に 

きみの ゑが きし 

をと めの ゑ 

うら ふりしけ ふ 

こころ わびしき 



右、 春の 花と 秋の 紅葉と いずれ 美しき という 題に て _ 

よみ 人 しらず。 

名 を 名乗れ！ 私 はこの 一首のう たのた めに、 確実 

に、 七 八日、 ただ、 胸 を 焦がさむ ほどに わくわくして 

歩き まわって いた。 ゥ— ル.シ ユタン ドも、 ケェ ベル 

先生 もあった もので なし。 所詮、 私 は、 一箇の 感傷 家 

にすぎないので はない のか。 



ふたたび 書簡の こと 



友人に も 逢わず、 ひとり、 こうして 田舎に 居れば、 

恥 多い 手紙 を 書く 度数 もい よいよ しげくなる わけ だ。 

けれども、 先日、 私 は、 作家の 書簡集、 日記、 断片 を 

すべてく だらない と 言って しまった。 いまでも、 そう 

思って いる。 よし、 と ゆるした 私の 書簡 は 私の 手で 発 

表する。 以下、 二通。 (文章の てにをはの 記憶ち がい 

は 許せ。) 



保 田 君。 

ぼく もまた、 二十代な の だ。 舌 焼け、 胸 焦げ、 空 高 

き 雁の 声 を 聞いて いる。 今宵、 風 寒く、 身の 置き どこ 

ろな し。 不 一 。 

さらに 一 通 は、 

(眠られぬ ままに、 ある 夜、 年長の 知人へ 書き やる。) 

かなしい ことに は、 あれで さえ、 なおかつ、 狂言に 

すぎなかった。 われと わが 額 を 壁に 打ちつ け、 この 

お 命 絶た むと はかった。 あわれ、 これ もまた、 「文章」 

にすぎない。 君、 僕 は 覚悟して いる。 僕の 芸術 は、 お 

もちやの 持つ 美し さと 寸分 異る ところがな いという こ 



と を。 あの、 でん でん 太鼓の 美し さと。 (一行 あけて) 

ほととぎす、 いまわの きわの 一 声 は、 「死ぬ ると も、 巧 

言 令色で あれ！」 

このほか 三 通、 気に かかって いる 書簡が あるの だけ 

れど、 それらに 就いては 後日、 また 機会 もあろう。 (な 

いか も 知れぬ。) 

追記。 文芸 冊子 「非望」 第 六 号 所載、 出方 名英光 

の 「空 吹く 風」 は、 見どころ ある 作品な り。 その 

文章 駆使に 当って、 いま 一そう、 ひそかに 厳酷な 



b や つ かりょうらん 

百花 撩乱 主義 



福 本 和 夫、 大震災、 首相 暗殺、 そのほか 滅茶滅茶の 

こと、 数千。 私 は、 少年 期、 青年期に、 いわば 「見る 

ベから ざる もの ご をのみ、 この 眼で 見て、 この 耳で 聞 

いてし まった。 二十 七 八 歳 を 限度と して、 それよ リゎ 

かい 青年、 すべて、 口にい われぬ、 人知れ ない 苦しみ 

を なめてい るの だ。 この 身 を どこに 置くべき か。 それ 

さえ 自分に わか つ て おらぬ。 



ここに 越 ゆべ からざる 太い、 まつ 黒な 線が ある。 

ジ エネ レ— シ ヨンが、 舞台が、 少しずつ 廻って いる。 

彼我 相 通せぬ 厳粛な 悲しみ、 否、 嗚咽 さえ、 私に は感 

じられ るの だ。 われら は 永い 旅 をした。 せっぱつまり、 

旅の 仮寝の 枕元の 一輪 を、 日本 浪曼 派と 名 づけて みた。 

この 一す じ。 竹林の 七賢 人 も 藪から 出て 来て、 あやう 

よ かな 

く 餓死 をのが れん 有様、 佳き 哉、 自ら 称して いう。 「わ 

れは 花に して、 花作り。 われ 未だ ころあい を 知らず。 

Alles Oder NichtsJ 

またい う。 「策略の 花、 可也。 修辞の 花、 可也。 沈黙 

の 花、 可也。 理解の 花、 可也。 物真似の 花、 可也。 放 



私が」 「いや、 僕 だ。 僕 だ ご 「人 は 人 を 嘲 うべき でな 

い」 云々。 

日本 浪曼派 団結せ よ、 に は 非ず。 日本 浪曼 派、 また 

その 支持者 各々 の 個性 を こそ、 ゆゆしき ものと 思い、 

いかなる 侮蔑 を も ゆるさず、 また、 各々 の 生き かた、 

まこリ 

ならびに 作品の 特殊性に も、 死ぬ ると も ゆずらぬ 矜 

を 持ち、 国々 の 隅々 にいた るまで、 撩乱せ よ、 である _ 

ソロモン 王と 賤民 



志賀直 哉、 佐 藤 春 夫、 等々 を 見る がよ い。 それで また、 

いいの だと も 思う。 (藤 村に ついては、 項 を あらため 

て 書く つもり。) ョ ー 口 ツバの 大作 家 は、 五十す ぎても 

たいせき 

六十す ぎても、 ただ 量で 行く。 マンネリズムの 堆積で 

ある。 ソバ でも トコ 口 テンで も 山 盛に したら、 ほんと 

うに 見事 だろうと 思われる。 藤 村 はョ— 口 ツバ 人な の 

力ち 知. W な レ 

けれども、 感謝の ために、 私 は、 あるいは 金の ため 

に、 あるいは 子供の ために、 あるいは 遺書の ために、 

苦労して 書いて おる にすぎない。 人 を 嘲えず、 自分 だ 

け を、 ときたま 笑って おる。 そのうちに、 わるい 文学 



なかなか 正当に 評価せられ ざるに 反し、 俗 中の 俗、 夏 

目漱 石の 全集、 いよいよ 華やかなる 世情、 涙 出ず る ほ 

どくやし く 思い、 参考の ノ ー トゃ本 を 調べた けれども、 

「僕 輩」 の 気 折れしても のになら ず。 この 夜、 一睡 もせ 

ず。 朝に なり、 ようやく 解決 を 得た リ。 解決に 曰く、 

時間の問題 さ。 かれら 二十 七 歳の 冬 は、 云々。 へんに 

考えつめ ると、 いつも、 こんな 解決 也。 

いっそ、 いま は 記者 諸兄と 炉を かこみ、 ジャ アナ ル 

という ことの 悲し さに ついて 語らん 乎。 

私 は 毎朝、 新聞紙 上で 諸兄の 署名な き 文章なら びに 

写真 を 見て、 かなしい 気がする。 (ときたま 不偷决 な 



る こと も あり。) これ こそ 読み 捨てられ、 見捨てられ、 

それつ きりの ものの ような 気がして、 はかなき もの を 

見る もの 哉と 思う ので ある。 けれども、 「これが 世の 

さ さ や 

中 だ」 と 囁かれたなら、 私、 なるほどと うなずく かも 

しれぬ 気配 を さえ 感じて いる。 ゆく 水 は 二度と かえら 

ぬそう だ。 せいせいるてん という 言葉 も ある。 この 世 

の 中に 生れて 来たの が そもそも、 間違いの 発端と 知る 

べし。 
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しばらく、 見つめて 居る と、 「ああ、 私 は、 ほんとう だ ご 

と 思う。 他 は 皆、 なんでも 一切、 千々 にち ぎれ 飛ぶ 雲 

の 思いで、 生きて 居る のか 死んで 居る のか、 それさえ 

分明 しないの だ。 よくも、 よくも！ 感想 だ なぞと。 

遠くから - 」 の 状態 を 眺めて い る 男 ひとり 在りて 曰く、 

「たいへん 簡単で ある。 自尊心。 これ 一 つで ある ご 

すら だに も 



きんかい しゅう 

金槐集 をお 読みの ひとは 知って 居られる だろう が、 

さねと も 

実 朝のう たの 中に、 「すら だに も ご なる 一句が あった。 

前後 はしかと 覚えて 居らぬ が、 あわれ、 けだもの すら 

だに も、 云々 というよ うな 歌であった。 

二十代の 心情と して は、 どうしても、 「すら だに も ご 

といわなければ ならぬ ところで ある。 ここまで 努めて、 

すら だに も、 と 口に 出した くな つて 来る ではない か。 

まぶち 

実 朝 を 知る こと 最も 深かった 真 淵、 国語 を まもる 意味 

にて、 この 句 を、 とらず。 いまにな リて は、 いずれも 

佳き こと をした と 思う だけで、 格別、 真 淵 をう らまな 

ヽ o 

レ 



慈眼 



「慈眼 ご というの は 亡兄の 遺作 (へんな 仏像) に 亡兄 

みずから 附 したる 名前であって、 その 青色の 二 尺 くら 

いの 高さの 仏像 は、 いま 私の 部屋の 隅に 置いて 在る が、 

亡兄、 二十 七 歳、 最後の 作品で ある。 二十 八 歳の 夏に 

死んだ の だから。 

そういえば、 私、 いま、 二十 七 歳。 しかも 亡兄の か 



からだ をめ ちゃめち やにして しま つ た。 

附言す る。 ミケランジェロ は、 人 を 嫌った から、 あ 

ん なに 人に 嫌われた の だそう である。 

私 を しんに 否定し 得る もの は、 (私 は 十一月の 海 を 

眺めながら 思う。) 百姓で ある。 十代 まえからの 水 呑 

百姓、 だけで ある。 



丹 羽 文 雄、 川端 康成、 巿村 羽左衛 門、 そのほか。 私 

に は、 かぜ 一 つ ひいて さえ 気に かかる。 

追記。 本誌 連載 中、 同郷の 友た る今官 一 君の 「海鷗 

の 章 ご を 読み、 その 快 文章、 私の 胸で さえ 躍らされた。 

このみ ごとなる 文章の 行く先々 を 見つめ 居る 者、 けつ 

して、 私の みに 非ざる こと を 確信して 居る。 



健 S 



なんにもしたくない とい う 無意 志 の 状態 は、 その ひ 

とが 健康 だからで ある。 少く とも、 ぺェン レツ スの状 

態で ある。 それで は、 上 は、 ナポレオン、 ミケ ランジェ 

口、 下 は、 伊藤博文、 尾 崎 紅葉に いたる まで、 そのす 

ベての 仕事 は、 みんな 物狂いの 状態から 発した ものな 

のか。 然り。 間違いな し。 健康と は、 満足せ る 豚。 眠 

たげ な ポチ。 



K 君 



はじめから、 空虚な くせに、 にゃにゃ 笑う。 「空虚の 

ヽ . ） - o ■ 

J リ 」 

絵はがき 

この 点で は、 私と 山 岸 外史と は異 ると ころが ある。 

私、 深山のお 花畑、 初雪の 富士の 霊峰。 白砂に 這い、 



まこと なリ 

のま まの 誠 を 歌い 出で たる」 態の もの を 指して いう 也 _ 

晴 籠りて 云々 は 上田 敏、 若き ころの 文章で ある。 



ふと 田 3 う 



なんだ、 みんな 同じ こと を 言って いやがる 



Y 子 



と をつ けて いるので あるか ご 

さま 

答。 「みんな、 様 ゆえ。 おまえ ゆえ ご 

へらへら 笑つ てす まされる 問答で はない ので ある。 

殴る のに さえ、 手が よごれる。 君の 中に も！ 

,0 バ申舌 

才 力. KI 一一 一一 口 

いんしゅう、 いなばの 小 兎。 毛 をむ しられて、 海水 

に 浸り、 それ を 天日で かわかした。 これ は 痛苦の はじ 



そ、 おのれの、 生涯の 重大の 刹那に、 必ず、 おのれの 

面 上に 汚き 石を投 ずる。 はっしと 投 ずる。 

さきごろ、 友人 保 田 与 重郎の 文章の 中から、 芭蕉の 

佳き 一 句 を 見いだ した。 「朝が ほや 昼 は 鎖 おろす 門の 

垣 ご なるほど、 これに 限る。 けれども、 —— また、 I 

I 否。 これに 限る。 これに 限る！ 



「晩年」 に 就いて 



黒く 光って 来る まで、 繰り返し 繰り返し 愛読され る こ 

と を 思う と、 ああ、 私 は 幸福 だ。 —— 一 瞬間。 ひとは、 

その 生涯に 於いて、 まことの 幸福 を 味い 得る 時間 は、 

これ は、 百 米 十 秒 一 どころ か、 もっと 短い ようで あ 

る。 声 あり。 「噓 だ！ 不幸なる 出版なら、 やめる が 

よい ご 答えて ぼく、 「われ は、 いまの 世に 二と なき 美 

しきもの。 メジ チの ヴィ ナス 像。 いまの 世の まことの 

美の 実証 を、 この 世に のこさん ための 出版 也。 

見よ！ ヴィ ナス 像の 色に 出ず る ほどの 羞恥の さま。 

これ、 わが 不幸の はじめ。 また、 春夏秋冬 つねに 裸体 

にして、 とわに 無言、 やや 寒き 貌 こそ、 (美人 薄命、) 



われる だろう が、 熟慮 半日、 確然と、 黒白の 如く 分離 

し 在る を 知れり。 

宿題 

「チェック. チャックに 就いて ご 「策略と いう ことに 

ついて ご 「言葉の 絶対 性と いう ことにつ いて ご 「沈黙 

は 金な りと いう ことに 就いて ご 「野性と 暴力に つい 

て ご 「ダンディ スム 小論 ご 「ぜいたくに 就いて ご 「出 
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